
令和７年度 シラバス 

教 科 理科 科 目 化学探究 学 年 第３学年 
学 科
類 型 

普通科文系 

単位数 ２単位 教科書  改訂版 化学基礎（数研出版） 

副教材 大学入学共通テスト対策 チェック＆演習 化学基礎（数研出版） 

 

学習目標 

日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、目的意識を持っ 
て観察、実験などを行い、化学的に探究する能力と態度を身に付けるとともに、化学の基 
本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を身に付けます。 

 

キャリア 
教育の視点 

 実験から得られた結果を基に考察することで、様々な化学物質によって日常生活が成り 
立っていることに気付き、化学の知識や技能が、身近な物質の理解に有用であることを理 
解します。 

 
 学習計画及び内容  考 査 
 
 
 
１ 
 
学 
 
期 

４月 
 

５月 
 
 

６月 
 
 

 
７月 

化学と人間生活とのかかわり 
１ 人間生活の中の化学 
２ 化学とその役割 

物質の探究 
１ 単体・化合物・混合物 
２ 熱運動と物質の三態 

物質の構成 
１ 物質の構成粒子 
２ 物質と化学結合 
３ 物質の構成に関する探究活動 

生活に化学が利用されている身近な
例を調べ、化学の学習を始めます。 
 

物質の性質を調べるために、物質の分
類や混合物の分離・精製方法、物質を 
作っている粒子の熱運動について学習
します。 

原子の構造や陽子、中性子、電子の性
質を学び、電子配置と周期律との関係に
ついても学習します。 

 
  
 
 
中間考査 
 
 
 
期末考査 

 
 
２ 
 
学 
 
期 

８月 
 
 

９月 
 
 

10月 
 

11月 
12月 

物質の構成 
１ 物質の構成粒子 
２ 物質と化学結合 
３ 物質の構成に関する探究活動 

物質の変化 
 １ 物質量と化学反応式 
 ２ 化学反応 

３ 物質の変化に関する探究活動 
化学基礎の復習 

原子や分子の質量の簡単な表し方や
粒子の数で表す物質の量の単位mol、化
学変化前後の物質の量的関係を表す方
法などについて学習します。 

酸と塩基の性質や反応について学習し
ます。また、代表的な化学反応の１つで
ある酸化還元反応の仕組みや日常生活で
の利用例等についても学習します。 

 
 
 
  
 
中間考査 
 
 
期末考査 

３ 
学 
期 

１月 
２月 
３月 

化学基礎の復習   
 
 

 
学 
習 
の 
方
法 

日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味を持ち、「なぜ？」と考える態度を身に付けましょ 
う。 
 疑問に思ったことを確かめてみようという態度を持ちましょう。 
 学んだことを正確に記録する方法と態度を身に付けましょう。 
 上記のことを意識して授業を受け、問題演習を通して学習内容の定着に努めましょう。 

 
評 
価 
の 
仕
方 

下記の(１)～(５)の項目を、評価の観点別(知識・観察や実験の技能、思考・判断・表現、主体的に
学習に取り組む態度)に評価します。各学期の成績はそれらの評価から総合的に判断します。 

(１)授業への取組      (２)ノートの記載内容       (３)観察・実験等 
(４)教科書・問題集の問題  (５)中間・期末考査 

 
備 
考 

 

 


